
提

出

者

島

�

平
成
十
六
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

一

四

号

固
定
電
話
の
施
設
設
置
負
担
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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固
定
電
話
の
施
設
設
置
負
担
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
の
通
信
は
、
携
帯
電
話
の
加
入
台
数
が
八
〇
〇
〇
万
台
を
超
え
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
加
入
回
線
数
も
二
年
間
で
約
四
倍
の

五
〇
〇
万
回
線
に
増
加
す
る
な
ど
、
新
た
な
通
信
手
段
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
固
定
電
話
の
通
話
時
間
は
、

二
〇
〇
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
急
激
な
減
少
を
続
け
て
い
る
。
今
後
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
加
入
者
系
フ
ァ
イ
バ
）
を
使
う
光
Ｉ
Ｐ
電
話
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
普
及
す
れ
ば
、
現
在
の
固
定
電
話
網
の
加
入
者
が
さ
ら
に
激
減
し
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
も
予
想
さ
れ

て
い
る
。

政
府
は
固
定
電
話
網
の
利
用
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
固
定
電
話
に
新
規
加
入
す
る
際
に
、
利
用
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
地
域

会
社
に
対
し
て
支
払
う
施
設
設
置
負
担
金
を
廃
止
・
縮
減
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め
て
い
る
と
聞
く
。
し
か
し
、
施
設
設
置
負

担
金
は
電
話
加
入
権
と
も
呼
ば
れ
、
国
民
の
財
産
権
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
設
置
負
担
金
の
廃
止
検
討
に
つ
い
て
、
国
民
財
産
の
保
護
及
び
消
費
者
利
益
の
観
点
か
ら
、
政
府
に
以
下
の
項
目
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
固
定
電
話
網
の
通
信
量
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
と
予
想
し
て
い
る
か
。

二

現
在
の
固
定
電
話
網
か
ら
、
次
世
代
の
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
網
へ
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の

一



よ
う
な
長
期
的
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
か
。

三

加
入
権
を
廃
止
す
れ
ば
、
加
入
権
を
持
っ
て
い
る
個
人
や
資
産
計
上
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
。
利
用
者
保

護
の
観
点
か
ら
、
固
定
電
話
網
の
維
持
の
た
め
に
、
政
府
は
施
設
設
置
負
担
金
の
廃
止
の
他
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
検
討
し

て
い
る
か
。

四

施
設
設
置
負
担
金
を
廃
止
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
利
用
者
と
新
し
く
加
入
す
る
利
用
者
と
の
間
で
、
負
担
の
不

公
平
が
生
じ
る
。
こ
の
負
担
の
不
公
平
が
生
じ
な
い
た
め
に
、
既
に
支
払
わ
れ
た
施
設
設
置
負
担
金
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
を

検
討
す
る
余
地
は
あ
る
か
。

五

施
設
設
置
負
担
金
の
廃
止
の
た
め
に
は
、
所
得
税
法
及
び
電
話
加
入
権
質
に
関
す
る
臨
時
特
例
法
の
改
正
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

二


